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通巻 71 巻 


真如苑だよリ 


マ子今のこうリみ 29 な宙 
での回祭なにスに E か、午 
統ふはもわ昭祭な 'でと後 

一れっ第れ和しつすあきか 
さあ大 7 た記がたつつにら 
れい空回念いっかた氷大 
て&の目今公つメりが雨粒 
いの下を年園も卜お、がの 
た亍、迎 'での口馴 4 P 幸雨 
° I 親えこおよポ染月る、 


多摩 
今年 


誉__餐う 


B 月2旧木 
〜27日水 

「第]6回 

チャリティ-画氣 

会場：朝日ギャラリー 
ウィル9 F 
時間 : Mil 1:00- 

< u. a :训り 2 
- :多嗲大術灰迚加まで 


6月3日日：: 

多摩川一斉漘播 

「クリ-ン多馴 J 

奂合：多壤川探 it 公園 
時問： AM 7：0 D ~ 
卞榧クリーン 

多_細 
套 ft 会 


梅 g の候となりました。五 
〇：雨と客いて「さみだれ j と 
铳ませます。旧 W で云つてる 
のですね。ラつ t ぅしい李® 
ですが•それだけに照った H ， 
お»さまの有難さは格別です。 
降つても照つても、この日， 

興如超 ij : お侍ちしております。 

• - 

■ 23時 6月15=22 

牛後2時彳4時 


■御本®、典如 
宝物館をはじめ 
と L て映画など 
盛りだくさんの 
用意が I てござ 
います® 

■立川市民(成人》に限らせて 
«きます。 

■お申し込みは「えくてびあ 
ん • n ンパニオン」{本法を f * 
波してくれた人)へ6 
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除杜六〇:を古名で 
「水無 H {みなづきご 
と (« うが，中旬ご A 
から梅雨の時期とな 
り*水が無い*と吝か 
れるのに首をかしげ 
てしまラ。一 U . によ 
れば、「水 CT (みなづ 
き)」*^4¢き、む1ろ水 
田などに水が 1 H ちている，水の客 
いという愈味だといラものもある 
よう だ。さて，今月の表紙をみず 
みずしく彩つてくれたのは、商校 
生になつたばかりという苗士兒町 
の ft 谷川千患さん。 1 H 10 日か 
ら行われた「第 33 IBJ 北多»地区屮 
嗲校美術展」に出品されたもので、 
黑色と他色とのバランスがとても 
而 Q い絵である。 T 1トグラス板 
を削り•その ffi 分に fe を人れ作ら 
れたもの*「どちらかとい うと* 作 
〇ながら考えていくタィブです* 
あまり荬術は好きじやないほうで、 
体宵や歌をうたつたり I たほうが 
いいかな。一生懸命作つたから出 
來た時はとてもラれ I かつた。思 
うように出來たしね」と、兒6も 
の閒くもの， AW しい高校生活を 
来しんでいる長谷川千®さん。 


*1:心が安らぐ思いがす 
增内を出れば ftnv。 五 H 市街 ifi 



を卓の列が絞く•析〇を柊えた人 

遠はどこへ行くのだろぅか • 

<來畠： d 子》 

• - 





W りのある風眾が好きだ。寺で 

あれ，教会であれ•そこに入が m 

り一心に析る。: 4C 族のためであ 

つたり '• 自分のためであった〇、 

あるいはもつと広く tit 界中の入々 


市制 50 周年記念に"新空間/, 

市制50阇年 <昭和15年12月10: 
市制施行) III 念事業として、曙町 
2 r 目多 «(g 
本店 m に、紀 

念モニユメン 

卜が設 X され 

るこ tc なつ 

た"昨年7月 
には清家 - is 氏 
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橋が架かった！ 

—— 板川 Ref 圾橋埔通 I 

4月2日、立川に i た新 
しい梅が^成。市 fi をはじ 
めとして間係者，ガールス 
カウト"カブスカウトたち 
が pn 通式典に#加，そのあ 
と、一般市民の「渡り初め」 
t なつた • 

川を渡るには株を架けな 
ければならない(毛沢*:語 
鍅》という思想的な比喻を 
あげるまでもなく*人は榇 


を全*とする B 談会が発足、市民 
参加の▼生きた，宇問づくりへと 

I 歩路みだ L た。また， M 年10月 
には市民-^の清想案もまとまり、 
今年4月より S ' T された•ここに 
は、水に Itt れ•触れ親 I める彫刻 
な r のそ二 JL メントが出来る予定。 

「心のかょぅ«@かな»*都市」 
に斩たな香りのする攀が添えられ 
ることを•こころまちにしたい。 



W , 1 

に対する思いがそれぞれにあろぅ。 

m 貝«坂檐 <»»[ 61 目> は^〇 
「武*野の路」ル I 卜に tts : けられた 
t の*全長21メ—トル*輻3 メ — 
トル◊本体は鉄 K だが，外側を木 
»で S つてあるというシヤレたデ 
ザイン* fll 紡ある: t 地 W との融和 
がテ—マとなつている。 


今昔、健康は々湯々にぁり 

5月50といえば7供の H =4 fcn 
ながらのぁる行本もやや伴く 
なつた昨今、 ty : 川の湯ぶねには健 
康と*の味わいを知つてもらおぅ 
と S 蒲湯が例年どおり行なわれ ； T 
東京都浴塌組合と L ては、昭和 
53年ょり始められたが、この茁你 
湯、さかのぼれば推古天 a の1¢代 


薄_ 

11 


までいくはど 

歴史は深い • 

滿<:は昔なが\ , 

らの sr» •ユ 1 
ズに加え、レモ 
ン•ミカン渴が 
ある。そんな- 

中、*15内で初めて、令国的1:も珍し 
い湯が立川かIれた。 y 
ンゴ播である。人浴は llcr'K 旬有。 


只^ 
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51# ス， ^ 令*ぶ迪 
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s^rc 々9, s 捆釈 x>r 
卬^丫與、工 c . 回^ zc ><2- ふ 

>勒ろ目 


索 m 

あの方，亡くなられたんですっ 
てねぇ。街を歩いていると、よく^ 
を掛けられる。本誌4月兮の訃報 
記車を淡んだとおっ I やって涙ぐ 
んでおられた方も。！ fi 玉勝己さん 
のことである。お名前を失念して 
も、あの，こころに染みわたるよ 
うなべルの音は、一度でも耳にし 
たことのある人なら生涯わすれら 
れないのではないだろうか4^-« 
来•天野武男さんと児 JL さんとの 
出会いは剃的であった。演奏中は 
シヤッター者すら嫌った指揮者。 
いい^真を撖るためなら，ゾカゾ 
力と食い込んでゆく写貞家。演赛 
後、気まずい何日か•だが' その 
出来映ぇを«,て、指押矜が感激。 
ふたりは無類の仲良しになり•以 
降，児玉さんの写我はほとんどが 
天野作品だ"ホワィトハウスでの 
演奐でも天野さんのシヤッタ—咅 
がちよ〇びりお邪魔をした ♦«〒- 
さんを«うと「夭逝 Jt いう--11菜が 
こびりついて_れない。！ n 葉の意 
味から少しはずれるかも知れない 
が、これからなのに，の思いが強 
い*立川はまた、北川冬彦さんを 
も失った•若葉 BJ に住んでおられ 
たこの大詩人に一昨年の- -1 立川人 
嫉」にご e 場いただいた。昨日み 
た夢のようだ。 r ^ J と®したわ 
ずか•行の詩がある。「¥港を内 
葳している」。これが^•時の詩壇を 
驚かせた ♦ ふたりの芸術家 uicM 
と II 占を嫌つたにちがいない。そ 
して»諡をぁぃ1た。參遇ふ人ご 
t みな旅人やえくてびあん。 
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正確1:は「0然と鉍、大空の下 
で親子のふ n あい」"これが今年 
のテーマであつた +:(« は立川# 
年会洛所だが，自ネ：企1:で五つの 
(1体が#/; aU 例年1:ない盗り.,.；が 
りをみせていた® 

; r 川ボーィスカウト AP1 プ結 
びなど,立/ II ガールス«ウト r f . 
ンブ—ダンスなど' ジー1ニア .V 
I ダ I スクラブ《ドッジボールな 
ど)•ぐら A し i - る〖むかし遊びな 
ど' これに A 川シルバー大学&桩 
研究会が日ボランティアといぅ 
彩で#加" 

今まで「お手伝い，的* - fc であ 
--> たらのが•今 fp ]^» tew #/; nt : 
«豉っ公闽«の公式発8\」は3万 
5千人強の入埸者， 

『この大枝ですか66ぇ•まずま 
すじやないで十か-.このメトロポリ 
ス祭! i :, ii じめの頃は？ r 竿会^所 
の，どちらかといぇばウチ r ; の祭 
だったので十が，次第に今®</>よ 
うに夕 V 、の rfiE や多^ ife 区のぢ V 
i ご一捃に栾 I い一 R がおくれた 
ら * i いうことで^ fis を進めさせて 


▼今^ t 盛会の予电あり， 



のために——■析りのある風姑に 
は•だか何がなしピンと張り 
つめたヤ：気が漂ぅ❶ 

砂川の阿:9;佐味神 tt にも，そん 

な透明な落网 H がある。武*野の 

[ ffl 杉を残す五日市街 iau 而 L た抄 

川四番あ.たり。本^は市内烺*の 

木造建*物の I つとある U 本殿* 

横(:あるどつ Lb と I た手水鉢は 

|八四 A 年•档免の名ェ、版岛占 



m いてきたんで个」と^るのは内 
nii 稚さ4一泞少年 I1H 発 $'& 会^ 
fl fef 


会の入たち A らが4 =：問を ft やし 
て，一からの手造“だといぅ*そ 
の fi か、公®内の小^||に一ゎ作の 
金魚を放ってめ「つかみ袖り」1; 
も人^段到- ' i さに「#の市民祭 j 
の様相を71てさてぃた。 

メインス7-— V ンでも•ブラスバ 


ン•卜や歌.ダンスなどで ( Ik つたが 
あいにくの天^ i 部，たヘント 
が^受になつたことが ffi I まれる。 



►のんびりと0パ匚ゆられて 


六の作。 ffl 子が W ぐ珍しい型だそ 
ぅだ" 

神社には付きものの松馬がここ 
にもある。「学校に受か oi すよ 

ぅに/ tffll 的に^恪 rr 和が客い。 

現は、祈りは，受験のときに 

しか必要ないのかもしれない。絵 

揭の I つに「家族が fit * で餘せま 

すよう C 」とあつた*ささやかな 

*1を守ろうとするかのような3 



漢字一字挿入せよ 

▼生き馬の 

Cl を抜く 

▼牛の • を 

蜂が刺す 





























































大正から平成へ 




_ Iki 

先代•美根代さんが值みはじめた頌は，また坩が多かったという • 大正、明和、平成と三代にわたる 
立川の人，左から松本ゆき子さん • お玀さんの生ちや> 


ヒちゃ人（小〇、金狄•愴子さん，お»さんの干平ちやん（小〇, 




老鶬といい M の重みというそ 
れも3代つづけば•り尽くせない 
相緬があろう《二の街 C も沈篇 L 
て鋒かなる檜*のかすかすがそ二 
こ二に隠されていも〇 
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おこと 教室 松柏会 

(柴« 町 2 丁目) 

♦U 芸の滬である* «代に亘つ 
てひき！*いできた箏の蛀力と U 何 
なのだろぅか。*被をきわめ祈曲 
や作曲に佻む松柏会主宰者•松本 
§5子さん、ご母觉から tt 込まれ 
宮城进搛に帥亊 ◊ 爱娘の後子さん 
からお係さんへ*また払立女子高 
校$部の衔導を通じて、その輪 
は拡がろぅとしている。 














